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Ⅰ　基本情報

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 西区市民部地域振興課（641-6926）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成4年5月17日 延床面積

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,529.48㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進
に寄与する。

ホール、洋室（2室）、和室（2室）、娯楽室（2室）、実習室、図書室

札幌市西野地区センター 所在地 札幌市西区西野4条2丁目

名称

募集方法

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

札幌市西野地区センター運営委員会

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：１施設

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営さ
れることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンター
の管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が
築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に
寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設
立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に
関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営
が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：
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A B C D

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　館内に電気・ガス・水道等の節約に関する啓発ポス
ターを貼付するとともに、使用増加を意識して抑え、そ
の節約に努めている。
　また、節水、節電、ごみ減量・リサイクル推進、駐車場
でのアイドリングストップの励行など、利用者、来館者
の協力を得ながら、組織全体で環境保全への取組を
行っている。
　事務局や各事業では、グリーン購入ガイドラインに
沿った用品等を購入使用している。

所管局の評価項　目 実施状況

○新規利用者、定
期利用者とも十分な
説明や情報提供を
行い、良好な関係を
保持しながら、使用
承認や利用時間等
に関して、条例等に
基づいた管理運営
を行うことができた。

○電気・ガス・水道
等の節約、ごみ減
量を徹底して行っ
た。

基本方針に基づ
き適切に管理・運
営が行われてお
り、要求水準を満
たしている。

指定管理者
の自己評価

○基本方針に基づ
き、職員全員が貸
室事業や図書室運
営における利用者
へのサービスアップ
に努めた。
○地域住民との交
流事業や区民講座
等の企画に当たっ
ては、生涯学習情
報等を参考にして創
意工夫した。

　西野地区センターは、「笑顔があふれ心ふれあう豊か
なまちづくり」に寄与するため、①地域文化の情報が得
られ、発信する場として、②はばひろい生涯学習の機
会が得られる場として、③地域住民がふれあい、自主
的な活動が促進される場として、コミュニティ施設の効
用を高め、更なる地域への浸透を図ること」を基本方針
とし、事業運営に反映させている。

 「札幌市区民センター条例」「札幌市区民センター等使
用承認取扱要領」等を十分に理解し、遵守することによ
り、「公平」「公正」な取扱いに努めている。
　また、利用者に対しては、施設使用申込み等に係る
規則、手続き等について、十分かつわかりやすい説明
を行うとともに、貸室、講座等で重複の申込があった場
合は、館長立ち合いのうえ抽選を実施して「公開」を確
保している。

Ⅱ　令和４年度管理業務等の検証
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事
者の確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、
受託者への適切監督、履行確認）

○すべての業務に
おいて、仕様に基づ
く適正な履行が行
なった。

○運営協議会で
は、センターの運営
に関し、貸室の利用
状況・利用者アン
ケートの結果・懸案
事項等について報
告し、各委員から意
見を聴取し運営に
反映させた。

第１回
7月28日

・第3・4四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等について
・指定管理者評価シートについて
・令和4年度利用者アンケート集計結果に
ついて
・利用者提案に係る対応について

　日常業務を円滑に実施するため、各種の管理運営マ
ニュアルを作成し運営している。また、利用者アンケー
ト、毎月の西区館長会議等の情報を職員全員で共有
するとともに、ローテーション勤務における事務引継ぎ
を徹底して行い、利用者からの要望等に迅速に対応で
きる体制づくりを行っている。

　地域の住民組織を母体とした運営委員会の下に、実
践組織としての事務局を設置し、責任者としての事務
局長の他、事務職員2名、図書職員2名、図書パート職
員2名、夜間受付パート職員4名、清掃パート職員2名を
配置している。
　職員については、それぞれの職位に応じた事務分掌
を定め、適正な事務執行と責任体制の確立を図ってい
る。
　職員の人材育成については、研修計画に基づき、配
信動画による研修等を活用しながら、職員の資質向上
を図った。

○職場研修の実施
により、コミュニティ
施設の指定管理者
としての意識改革が
図られ、利用者サー
ビスの向上に繋
がっているものと考
える。

○館長会議・各種
研修の内容及び利
用者の意見・要望
等を職員間で情報
共有するなど、管理
意識の向上に取組
み、安全性、利便
性、効率性を高める
よう努めた。

開催回

第３回
令和５年
1月19日

　主に設備の保守点検業務に関して、専門の機関・企
業に再委託している。これらの業務に関して、責任者や
指揮・連絡系統を明確にさせ、必要に応じて指導や指
示を行っている。
　業後の履行確認は、仕様書に基づく検査を行い、適
性を期している。

・第１四半期の業務報告
・今後の主な事業・行事等の予定
・管理運営上の意見交換

・第2四半期の業務報告
・管理運営上の意見交換

・第3四半期の業務報告
・その他

第２回
10月20日

第４回
3月16日
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▽　要望・苦情対応

＜協議会メンバー＞

住民組織等（西町連合町内会）、利用者代表（札幌中
国武術西野サークル代表・NPO法人HRC代表）、行政
（札幌市西区地域振興課長）、指定管理者（札幌市西
野地区センター運営委員会会長）、事務局

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評
価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

  現金出納簿、その他必要な帳簿を備え、収入・支出決
定書等所定の帳票を用いて、正確かつ迅速な現金・預
金管理事務に努めた。
　なお、利用料金は、札幌市西野地区センター現金取
扱規定により、翌日、銀行口座に入金している。
　また、会計ソフトを導入して、毎月総勘定元帳や合計
残高試算表を出力して、現金・預金との精査照合を行
うとともに、資金管理・経理執行全般について、顧問税
理士の指導・検査を受け、正確かつ公正な財務事務処
理を行っている。
　なお、資金管理については、指定管理業務、自主事
業ごとの区分経理を実施している。

　意見箱を窓口に備え付け、毎日確認し、回答を館内
に提示し対応することとしている。
　その結果等を西区、運営委員会、運営協議会に随時
報告している。
　なお、制度的な問題への苦情要望については、札幌
市と協議し、指定管理者限りで対応できるものについて
は、速やかに、誠意をもって対応することとしている。

・例年、区民講座、地域住民交流事業等の終了時及び
年度末に、利用者アンケートを実施し結果を館内に掲
示するとともに、業務改善等に役立てている。令和3年
度は、新型コロナウイルス感染防止及び施設改修工事
による休館のためアンケートは実施できなかったが、令
和４年度は令和５年２月に実施した。

○資金管理につい
ては、顧問税理士
による点検・確認を
得て適正な財務管
理ができた。

○苦情等には親切
丁寧な説明・応対を
心掛け、その内容、
対応等について職
員間で情報共有し
た。
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A B C D

A B C D

要求水準が満たさ
れており、適切な
施設・設備等の維
持管理業務が行
われている。ま
た、施設周辺まで
安全確保に努め
ている。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上 　施設で働くパート職員に対して、最低賃金を上回る時

給を支給した。
　職員就業規則、運用細則、育児・介護休業規則を制
定している。
　すべての労働者を労災保険に、条件を満たす労働者
を雇用保険・社会保険に加入させ、１年に1回の定期健
康診断を実施した。
　労働災害は無かった。
　令和4年6月に時間外労働・休日労働に関する協定書
を労働基準監督署に提出した。

関係法令を遵守
し、雇用環境の維
持及び向上に努
めている。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無な
どの安全衛生面を含む)

▽　防災

　6月と3月に防災訓練を実施した。
　また、各種研修会に参加するなど、所定の防火・防災
の取組を行った。
　令和元年12月に防火対象物点検報告の特例認定を
受けている。

　定期清掃、警備、自家用電気工作物、建築基準法法
定点検、消防設備、エレベーター、ボイラー、舞台装置
及び自動ドアの館内設備の保守点検業務については、
単年度又は複数年の契約により再委託を行っている。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上へ
の配慮、連絡体制確保、保険加入）

　職員が定期的に館内及び建物周辺を巡回して、ソフ
ト・ハード面から危険個所の早期発見と事故防止に努
めている。
　施設周辺及び施設内に段差が多くあり、利用者に
は、高齢者が多いため、通路、玄関の安全確保に細心
の注意を払っている。
　来館者の緊急時の救命措置のためAEDを備えてお
り、玄関、受付窓口に設置マークを表示している。
　損害賠償保険は仕様に適合したものに加入し、不測
の事故に備えている。
　取得物の取扱いについては、事務室内等に保管し、
落とし主に変換している。現金等貴重品については、そ
の都度警察に届けている。

○労働関係法を遵
守し、就業規則等の
制定・改正を行い、
職員の雇用環境安
定を図ることができ
た。

○期間中、事故もな
く、安全な環境のも
とで利用に供するこ
とができたと思慮す
る。

○専門的な管理業
務技術の活用によ
り、良好な管理環境
を確保することがで
きた。

○訓練後、消防設
備点検業者から、消
火器、火災報知器、
非常放送設備など
の操作、機器の説
明を受け、防災知識
が深まるとともに、
防災に対する意識
も高まった。
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A B C D

地域住民の交流
等を目的とした事
業のうち、参加者
が少なかったもの
については、参加
者増に向け、開催
時期や内容の見
直しなどを図り、
改善に努めてほし
い。

(2) 利用促進事業

　年間行事関連資料の展示　　11件
　話題の展示　　10件
　通年展示　　3件
　室内装飾を季節や年間行事に即して実施　　6件
　おはなし会　1件

レファレンス件数 660件 1,194件 1.81

区分 R3実績 R4実績

登録者数 2,296人 2,236人

2.6

増減率

開館日数 222日 280日 1.26

蔵書数 35,780冊 35,877冊 1.00

0.66

区分 R3実績 R4計画

回数 0

(1) 利用状況

囲碁 0 0 13 13

親子の日 0 0 6 53
手稲東小学校
ミニ児童会館 0 0 5 83

6 0.85

0.85

参加者数 0 660 433

7

事業名
R3実績 R4実績

開放日数 利用者数 開放日数 利用者数

R4実績 実績/計画

事業数 0 7 6

▽　図書業務

0.97

貸出数 27,458冊 87,255冊 3.18

相互貸借件数 5件 13件

(1) 計画と実績

12

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業
務

0.99

定員又は
受講人数

課目数 0

区分

13 1.08

回数

0 207 183

0 68 67

0.88

R3実績 R4計画 実績/計画

(1) 計画と実績

R4実績

○貸出数について、
工事による長期休
館以前の水準に回
復した。今後も蔵書
の充実や行事の企
画を通じて更なる利
用の促進を図る。

○区民講座は、当
初計画より1課目増
の13課目となった。
参加者数及び利用
者満足度について
は計画通り達成でき
たと考える。今後も
利用者ニーズに応
える講座を提供して
いく。

○地域交流事業に
ついては、コロナ禍
の影響により、当初
計画に比べると、参
加者が減少する結
果になった。

○新型コロナウイル
ス感染拡大のため
長期間中止してい
たが、10月15日に
利用を再開した。
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A B C D

A B C D

23.0

892

34.3

68

複数の媒体を活
用し適切な広報活
動を行っている。

　令和３年度は施設改修工事実施により長期休館と
なったため利用者数が大幅に落ち込んだが、休館明け
の令和4年4月以降は、休館前の利用者数を取り戻す
ことができた。

30.0

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

1,670

人数(人）

30.6

291 28

942

287

○高齢化に伴う会
員数の減少により、
年々サークル団体
が少なくなっている
ことから、区民講座
後のサークル化な
ど、利用率増加に積
極的に取り組んでい
る。

　講座等の行事・事業については、札幌市のイベント情
報誌、地域情報誌、地区センターHP及び地区センター
だよりに掲載し、参加者を募集した。

658

18,722

854

16,770

Ｒ4年度実績

継続指定のため、引継ぎ業務なし

件数(件)

人数(人）

人数(人）

240

稼働率(％)

稼働率(％)

894

件数(件)

人数(人） 7,488

実習室

32.6

集会室

娯楽室
和　 室

10,192

3,538件数(件)

34.8 38.9

2,910

▽　利用件数等

件数(件)

ホール

63.2稼働率(％) 60.0

1,067 124 1,552

6,092 475 7,187

47.7 33.2 41.0

32,38732,020

▽　利用促進の取組

▽　引継ぎ業務

稼働率(％) 37.9

（6）付随業務 ▽　広報業務

全 　体 3,148

69.4

67

（5）施設利用
に関する業
務 R2年度実績 Ｒ3年度実績

180 1,286

1,551

28.1

コロナ禍の影響を
受け、やむを得ず
稼働率が低調なも
のと認められる。
まずはコロナ禍以
前の稼働率(例：
平成30年度
58.7%、令和元年
度53.9%)への回復
を目指し、利用促
進に向けた改善
策を実施してほし
い。

○当センターの利
用者は高齢者が中
心であるため、特に
ホームページの見
やすさや利用しやす
さの向上などウェブ
アクセシビリティの
取組を心掛けていき
たい。
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A B C D

A B C D

地域企業の利用
に努めている。ま
た、複数の団体と
連携し、福祉施策
の取組みにも努め
ている。

各項目において高
い水準の評価が
得られている。

○市内・地域内の
事業者の受注機会
の拡大に貢献した。

○利用者の利便向
上に貢献した。

・小規模な役務については、可能な限り地域の個人事業主や中小
事業者に依頼することとしている。
・地域福祉関係のチラシを積極的に配架している。
・母子寡婦連合会、聴力障害者協会が自動販売機を１台ずつ館内
に設置している。
・文化祭では、福祉施設の受注拡大に配慮して、障がい者施設等
のパン・クッキー等の販売に協力することにしている。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

○総合満足度は3
（普通）以上の評価
が98.9％を占める。

○職員の接遇は3
（普通）以上の評価
が97.9％を占める。

○館内設備は3（普
通）以上の評価が
98.8％を占める。

○清掃状況は3（普
通）以上の評価が
99.2％を占める。

○全分野で良好な
評価を得られている
と考えているが、今
後も引き続き、職員
の研修や施設内設
備等の充実を図っ
ていきたい。

・実施時期 令和５年２月
・配布数 330
・回収数　259
・性別　男性39名　15.1％
　　　　　女性164名　63.3％
　　　　　不明56名　21.6％
・年齢　19歳以下　2名　0.8％
　　　　　20歳代　2名　0.8％
　　　　　30歳代　15名　5.8％
　　　　　40歳代　21名　8.1％
　　　　　50歳代　18名　6.9％
　　　　　60歳代　53名　20.5％
　　　　　70歳代　107名　41.3％
　　　　　80歳代　3７名　14.3％
　　　　　不明　4名　1.5％

　自販機1台を設置して、清涼飲料水の販売を行っている。
　収入額（令和4年度実績）　21,679円

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

２　自主事業その他

▽　自主事業
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各項目において高
い水準の評価が
得られている。

○総合満足度は3
（普通）以上の評価
が98.9％を占める。

○職員の接遇は3
（普通）以上の評価
が97.9％を占める。

○館内設備は3（普
通）以上の評価が
98.8％を占める。

○清掃状況は3（普
通）以上の評価が
99.2％を占める。

○全分野で良好な
評価を得られている
と考えているが、今
後も引き続き、職員
の研修や施設内設
備等の充実を図っ
ていきたい。

・利用目的　貸室　56.5％
　　　　　　　　図書室　30.8％
　　　　　　　　無料開放　8.2％
　　　　　　　　事業・行事　3.4％
            　　その他　1.1％
・利用のきっかけ　地区センターだより　45.8％
　　　　　　　　　　　　ポスター・チラシ　19.0％
　　　　　　　　　　　　ホームページ　10.5％
　　　　　　　　　　　　イベント情報誌　9.7％
　　　　　　　　　　　　その他　15.0％
・職員の接遇　大変良い　46.9％
　　　　　　　　　 良い　26.1％
　　　　　　　　　 普通　24.9％
　　　　　　　　　 あまり良くない　2.1％
　　　　　　　　　 悪い　0％
・館内設備　大変良い　40.1％
　　　　　　　　良い　33.1％
　　　　　　　　普通　25.6％
　　　　　　　　あまり良くない　0.8％
　　　　　　　　悪い　0.4％
・清掃状況　大変良い　49.2％
　　　　　　　　良い　30.0％
　　　　　　　　普通　20.0％
　　　　　　　　あまり良くない　0.8％
　　　　　　　　悪い　0％
・総合満足度　大変良い　43.3％
　　　　　　　　　 良い　30.5％
　　　　　　　　　 普通　25.1％
　　　　　　　　　　あまり良くない　1.0％
　　　　　　　　　悪い　0％

受講してみたい講座の科目・分野、開催して欲しい行事、
意見等については自由記載で調査したため、今後の運営
に活かしたい。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

結果概
要
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A B C D

利益還元もしつ
つ、黒字収支が達
成できている。

○指定管理費の差
額は光熱水費高騰
による追加増額分。
○その他の増額分
は、改修工事による
休館期間の減収額
について札幌市か
ら補填があったも
の。その他 893 2,730 1,837

自主事業収入 30 22 ▲ 8

指定管理業務支出 34,683 36,700 2,017

支出 34,688 36,722 2,034

自主事業支出 5 22 17

収入-支出 186 1,999

493

純利益 91 1,506 1,415

▽　説明

70

【参考】 Ｒ３年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

423

【指定管理業務による利益還元】
　利益還元は、ＡＥＤとサーモマネージャーの購入に366千円、トイ
レの便座交換に70千円、アンケート調査で要望のあった館名サイ
ンと避難経路図の製作に90千円、図書室の書籍購入に151千円、
計677千円である。

【収支】
　単年度の決算は、1,506千円の黒字となった。

2,018

指定管理費

3,847

指定管理業務収入 34,844 38,699 3,855

収入 34,874 38,721

1,813

自主事業による利益還元 25 0 ▲ 25

法人税等

【収入】
・利用料金収入の増は、西区体育館等他館の休館により利用者が
当センターに流れたことによる需要増、及び、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため施設無料開放事業を令和２年２月から中止
しており、その空きスペース分が有料の貸室業務に回されたことに
よる収入増が要因と思われる。

【支出】
　燃料費高騰により水道光熱費、人件費増により外注費、収入増
により租税公課がそれぞれ予算額を上回ったが、全体としては予
算内であった。

利用料金 7,801 9,819

４　収支状況

26,150 26,150 0

▽　収支

Ｒ４年度決算 差（決算-計画）

（千円）

項目

679 下記のとおり

Ｒ４年度計画
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Ⅲ　総合評価

利用者から高い満足度を得られており、収支状況も安定して
いる。今後、各事業の参加者や貸室稼働率の向上に向け、
魅力ある企画の更なる創出、各種広報活動の充実に期待し
たい。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

　令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大やホール
特定天井等改修工事のため５月から３月までの間休館し
たが、令和４年度は４月から通常通り開館し、利用料金
収入や講座収入も目標を上回るなど、安定した運営を行
うことができた。
　実施した利用者アンケートでは、　職員の接遇、館内設
備、清掃状況について概ね高い評価をいただいており、
西野地区センターが地域コミュニティ施設として、地域住
民の間に深く浸透していることを実感することができた。

　令和５年度は、次の項目に重点的に取り組んでいきた
い。
・利用の少ない日曜及び平日の夜間の利用促進を図り
貸室の利用率の向上を図る。
・地域住民の教養などの向上促進のため、受講者の
ニーズに沿った魅力ある講座を企画、実施し、講座の充
実を目指す。
・豊かな地域の人間関係づくりや健康増進に役立ち、だ
れもが気軽に参加できる文化・スポーツなどの地域交流
事業を企画、実施する。
・優良図書の選定、新刊のＰＲ、おはなし会などの行事を
通じて、また、児童書籍等の新規購入、更新を実施する
など、地域の身近な図書室としての利用の促進を図る。
・地区センターだよりを刊行するとともに、札幌市のイベ
ント情報冊子への記事提供などＰＲを強化し、地域への
一層の周知を図る。

  当センターは収入の約７割が指定管理費であり、支出の約６割が
人件費であるが、利用料金収入や講座収入はコロナ前の水準を目
安に安定的に確保しつつ、利用者や地域住民の信頼と期待に応え
ていくための取組を継続することが、経営の基本と捉えている。
　また、限られた人的資源としての事務局スタッフが、常に経営意
識を持ち、自らスキルアップを図りながら業務にあたっており、収入
に見合った支出を心掛けることによって、余剰金を翌年度に繰り越
すなど安定的な経営ができている。

　貸室の利用申込みや講座等受講申込書により取得した個人情報
については、個人情報の保護に関する法律の規定に則り、すべて
適切に管理した。
　また、各サークルへの問い合わせにも、個人情報の慎重な取り扱
いを徹底した。
　情報公開請求、オンブスマン調査は無かった。
　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴
力団員及び暴力団関係事業者を相手に契約は行っていない。
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